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EP関連情報 

EPOにおける優先権主張に関し 

注目すべき係属中の審判事件において口頭審理が開催される 

 

 

 

                            ２０１９年１２月２３日 

 

                         

１. はじめに 
 

Article 87(1) EPCは、パリ条約、または、WTOの加盟国において、特許出願をファイルし

た者、又は、その承継人は、同じ発明に関し EP特許出願をファイルする目的で、最初の出願の

出願日から 12ヶ月間の優先権を享受するものとする旨、規定しています。 

 

Article 87(1) EPC における「承継人」への言及は、後の出願の出願日前に優先権を移転して

おくことを求めていると一般に解釈されています（T 205/14）。 

 

係属中の審判事件（T 0844/18）において、EPOの審判部（"Board of Appeal"）は、口頭審

理（"Oral Proceedings"）に備えて、"preliminary comments"を発行しました。上記審判事件（T 

0844/18）は、優先権主張に関するものであり、今、注目を集めている事件の一つです。この

審判事件について、以下に説明します。 
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